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平成２９年９月１５日

幼小中保護者様

飯舘村教育委員会教育長 中井田 榮

弾道ミサイル発射時の対応について（緊急通知）

日頃より、本村教育行政にご理解とご協力をいただきまして、ありがとう

ございます。

さて、本日も北朝鮮の弾道ミサイルが発射され、Ｊアラートが発令されま

した。今後も同様のことが起こる可能性があります。

つきましては、子どもたちの安全確保のため、下記のように対応いたしま

すので、ご理解とご協力の程よろしくお願いいたします。

記

【バスの運行時刻について】

◎ 登校前・登校中（午前６時～午前８時）にミサイルが

発射され、Ｊアラート（全国瞬時警報システム）が発令

された場合、全てのバスの発車時刻を１５分遅らせます。

自動的に、各バス停の発車時刻も１５分遅らせることに

なります。

ただ、ぎりぎりに来るのではなく、安全を確認しなが

ら時間に余裕をもってバス停に到着するようにご配慮く

ださい。

◎ 情報の混乱を避けるため「バスを１５分遅らせる」等

のメール配信は行いません。各家庭でＪアラートやニュ

ース等で情報を確認し対応してください。

《理由》

スクールバスが稼働している時間は、午前６時～午前８時です。この間

に、Ｊアラートが発令された場合には、１５分程度（安全が確認されるま

での時間）バスを停車し安全を確保しなければならないため。
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１ 登校前にＪアラートが発令された場合の対応

○ 日本以外への着弾と安全が確認されるまでは、自宅待機。

○ 安全が確認されてから、登校。

○ 登校する際、不審なものを発見した場合には、決して近寄らない。

２ 歩いている時、またはバス停に待っている時に発令され

た場合の対応

○ 家が近い場合には、家へ避難する。

○ 家が遠い場合には、近くの頑丈な建物や地下、物陰などに避難する。

※ 子どもは携帯を持っていないため、情報を確認できません。保護者の

方がバス停まで行って子どもと共に避難してください。

３ バスの乗車中に発令された場合の対応

◎ バスの運転手・助手の指示に従ってください。運転手・助手は、以下

のように対応します。

① 安全な場所にバスを停車する。

② 近くに避難できる頑丈な建物や地下などがある場合には、そこに避難

する。ない場合には、車から離れ、物陰に隠れたり地面に伏せたりして、

頭部を守る。

４ 授業中や部活動中に発令された場合

○ 授業や活動を中断し、窓から離れた安全なところに避難する。

○ 屋外や体育館にいる場合には、直ちに校舎内に避難する。

○ 完全に安全が確認されてから、授業や活動を再開する。

５ 校外活動中

○ 直ちに活動を中止し、安全な場所に避難する。

○ 完全に安全が確認されてから、活動を再開する。


